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総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
基
本
政
策
分

科
会
は
五
月
一
六
日
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
の
素
案
を
示
し
た
。
二
〇
一四
年
策
定
の
現
行
計

画
を
踏
ま
え
た
二
〇
三
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク

ス
（
電
源
構
成
で
、
再
エ
ネ
二
二
～
二
四
％
、
原
子

力
二
二
～
二
〇
％
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
二
七
％
、
石
炭
二
六
％
、

石
油
三
％
）
の
実
現
に
加
え
、
地
球
温
暖
化
問
題

や
化
石
資
源
枯
渇
な
ど
、

超
長
期
的
な
視
点
か
ら
、

二
〇
五
〇
年
を
見
据
え
た

シ
ナ
リ
オ
設
計
を
合
わ
せ

た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

素
案
で
は
、
二
〇
三
〇

年
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
、「
既
存
の
イ
ン
フ

ラ
・
技
術
・
人
材
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
相
応
の
蓋

然
性
を
持
っ
て
示
さ
れ
た

見
通
し
」
と
、
そ
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
一
方
、
現

状
で
は
「
道
半
ば
の
状
況
」

と
み
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
ご

と
の
施
策
の
深
掘
り
・
対

応
強
化
に
よ
り
、「
確
実
な

実
施
を
目
指
す
」
と
し
て

い
る
。
原
子
力
に
つ
い
て
は
、

「
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
構
造
の
安
定
性
に
寄
与

す
る
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド

電
源
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、二
〇
三
〇
年
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
電
源
構
成
比
率
の
実
現
を
目
指

し
必
要
な
対
応
を
着
実
に
進
め
る
も
の
と
明
記
さ
れ

た
。ま
た
、二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
政
策
対
応
と
し
て
、

「
原
子
力
政
策
の
再
構
築
」
と
す
る
項
目
で
、
福
島

の
復
興
・
再
生
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
問
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
て
は
、
技
術
革
新

の
可
能
性
と
不
確
実
性
、
情
勢
変
化
の
不
透
明
性
が

伴
い
、
確
実
性
の
高
い
予
測
が
困
難
と
の
考
え
か
ら
、

「
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
追
求
す
る『
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換・

脱
炭
素
化
を
目
指
し
た
全
方
位
で
の
野
心
的
な
複
線

シ
ナ
リ
オ
』」
を
採
り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
委

員
か
ら
は
、
早
急
な
仕
組
み
作
り
、
国
際
社
会
と
の

連
携
の
必
要
性
な
ど
、
多
く

の
意
見
が
あ
っ
た
。
今
回
会
合

で
示
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
素
案
は
、
委
員
か
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
て
修
文
の
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
付
さ

れ
、
今
夏
に
も
閣
議
決
定
さ

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と

京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
事
情
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
盛
ん
で

あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
に
も
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
専
用
コ
ー
ト
を
持
つ
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
数
多
く
あ

る
。
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
は
平
日
で
も
夕
方
以

降
は
多
く
の
人
々
が
気
軽
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
い

る
。
こ
の
他
、
ウ
ィ
ー
ン
に
は
、

公
的
機
関
が
管
理
す
る
多
目

的
体
育
館
が
多
く
あ
り
、熱
心
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
フ
ァ

ン
は
、こ
の
よ
う
な
体
育
館
を
使
用
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
所
属
し
、
安
価
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で

い
る
。
ま
た
、
公
式
試
合
も
こ
の
よ
う
な
多
目
的
体

育
館
で
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ｈ
Ｔ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
と
い
う
日
本
人
主
体
の
サ
ー
ク
ル
も
あ
る
。
初
心

者
が
中
心
で
あ
る
が
、
ト
ッ
プ
は
レ
ベ
ル
が
高
い
。

　
一
方
京
都
で
も
、
中
高
大
で
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を

始
め
、
初
級
、
中
級
、
上
級
、
選
手
ま
で
市
民
向
け

の
多
く
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
が
あ
り
、
体
育
館

な
ど
で
楽
し
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
西
京
極
の
ハ
ン

ナ
リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
が

十
二
面
も
あ
り
、
京
都
市
が
設
置
す
る
体
育
館
の
中

で
は
、
国
際
競
技
が
で
き
る
要
件
を
備
え
た
唯
一の

施
設
で
あ
る
が
、
個
人
で
の
利
用
も
で
き
る
。
併
設

す
る
京
都
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
会
館
は
、
地
域
体
育
館

と
し
て
市
民
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
京
都
外
大

西
高
等
学
校
は
、
全
国
大
会
出
場
ば
か
り
か
、
平
成

二
六
、二
七
年
と
ベ
ス
ト
十
六
以
上
の
成
績
を
収
め
て

い
る
。
京
都
外
国
語
大
学
出
身
の
田
中
雅
彦
は
、
渡

欧
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
と
し
て
国
際
大
会
に
参
加

し
た
、
日
本
人
初
の
プ
ロ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
と
し

て
活
躍
し
た
。
両
市
で
は
、
老
若
男
女
が
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
時
、
Ｖ

Ｈ
Ｔ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
土
曜
日
の
夕

方
は
練
習
と
試
合
を
よ
く
し
た
。
京
都
で
は
京
大
大

学
院
学
生
時
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
が
専
攻
に
あ
っ

た
の
で
よ
く
練
習
や
試
合

を
し
た
。
そ
の
後
就
職
し
た

研
究
所
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ
に
数
年
間
所
属
し

た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
中
レ
ベ

ル
の
選
手
だ
っ
た
が
、
大
学

時
代
は
ほ
と
ん
ど
無
敵
だ
っ

た
。
両
市
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

事
情
を
紹
介
で
き
た
幸
運

に
感
謝
し
つ
つ
、
Ｖ
Ｈ
Ｔ
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉
本
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元
原
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力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 
■

杉
本
純
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原
子
力
の
話 
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